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1．はじめに 

地域の開発や改善を図る「まちづくり」におい

て，全ての人に配慮したユニバーサルデザイン(以

下，UD)が進んでいる．UD の対象には高齢者，車

椅子利用者，子供などが考えられるが，歩行空間

における全ての UD 化は不可能である．歩行者にア

クセシビリティ情報を提供する 2次元の UDマップ 1) が

作成されているが，歩行者は 2 次元では正確な UD

情報を取得することが難しい． 2 次元と 3 次元を用

いる安心安全地図 2)があるが，利用者が自由に情報

を投稿し，他者と共有できる住民参加型のものは

存在しない．著者らは，これまでに PC から利用で

きる住民参加型に基づく 3 次元 UD マップを開発 3)

し評価したが，操作性と現地で情報を確認できないこ

との課題があった． 

 そこで本研究では，3 次元 UD マップの操作性と

画面インタフェースを改善し，スマートフォンに

より現地で UD 情報を閲覧できるシステムを提案す

る．対象フィールドは，UD 化の検討途上にある盛

岡駅前とその地下通路約 200m の範囲に，駅に接す

る通り約 800mに拡張した． 
 

2．事例とヒアリングの調査 

 事例調査として，3 次元データを使用している

Web システムと，UD 情報を扱っている Web シス

テムをそれぞれ 10 サイト調査した．その結果，以

下の考察が得られた． 

 3 次元地図を使用しているシステムは存在するが，

利用者が情報を投稿できるものは見当たらない． 

 UD 情報は，行政や NPO によって管理されてお

り，定期的な調査や施設からの自己申告によって

情報が更新されるが，更新頻度が少ないため，最新の

情報に反映できていない． 

また，2011 年 12 月に盛岡市役所の情報担当職員

2 名と車椅子利用者 2 名を対象に行った複数回のヒ

アリング，および先行研究の評価実験 3)からは，以

下の考察が得られた． 

 障碍者が外出する際は，現地でも UD 情報を確認

したいニーズがある．既存システム 3)ではイン

ターネット接続した PC からの利用しかできな

かったため，現地で情報を確認する方法がなかった． 

 UD 情報を登録するための 3 次元空間内の操作と

画面インタフェースに課題があった． 

 
 

 

3．システム開発 

3.1 設計方針 

本システムの開発において，事例とヒアリング

の調査結果から以下の設計方針を定めた． 

1） 住民は誰でも Web ベースの PC から UD 情報を

投稿でき，投稿された UD 情報は管理者に承認

されることで初めて3次元マップ上に表示される． 

2） 歩行者が現地で UD 情報を確認するために，

UD マップをスマートフォンに対応させる．  

3） UD 情報の登録・閲覧に必要な操作を減らし，

直観的に操作できる画面インタフェースとする． 

  

3.2 システム構成 

本システムの構成を図 1 に示す．本システムでは，

利用者は PC からインターネット経由でサーバにア

クセスし，3 次元空間内で UD 情報を得る． PC 版で

用いる 3 次元空間データには MAP CUBE(パスコ製)，

その編集には 3ds Max(Autodesk製)，3 次元 GIS の作

成には Skyline TerraDeveloper (Unique Urbanists 製)，

DB には MySQL，システムのインタフェースには

HTML を使用して開発する．  3 次元 GIS として

Skyline を使用する理由は，開発用 WebAPI が豊富な

こと，3 次元空間を移動する操作と UD 情報の閲覧，

投稿のプロセスが改善されることが挙げられる．シ

ステムの動作には，ブラウザとして IE を想定し，

Skyline の無償プラグインソフトが必要である．ス

マートフォン版の開発には Java(Android SDK)， 2 次

元マップの Google Maps を用いる． 

 

3.3 システム機能 

本システムの PC 版の機能を以下に示す． 

1） アノテーション機能 

 UD 情報の投稿，閲覧およびフィルタリングを行

うことができる．UD 情報は 3 次元空間内にアノ 

 
図 1：システム構成図 
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図 2：システム画面 

 

テーションとして配置される．アノテーションの

種類はバリア情報とバリアフリー情報についてピ

クトグラムを用い，バリア情報 7 種，バリアフ

リー情報 12 種類を自由に選択できる． 

  UD 情報の投稿サブ機能は 3 次元空間内の任意

の場所で行われる．投稿された情報は，管理者に

より承認されてから 3 次元空間に配置され，他の

利用者からも見えるようになる．これは，情報の

信頼性を確保するためであり，不適切な情報が

マップ上に載ることを防ぐ． 

  UD 情報の閲覧サブ機能は図 2 のような 3 次元

空間内のアノテーションをクリックすることで行

える．利用者はアノテーションをクリックすると

投稿されたコメントとともにその情報専用の掲示

板が開き，他者とその UD 情報について意見を交

換できる． 

  フィルタリングサブ機能は，ユーザ特性に応

じたバリア・バリアフリー情報を 3 次元マップ上

に表示させることができる． 

2） ルート案内機能 

 ユーザ特性（車椅子利用者）に応じた特定の

ルートを自動で進む機能であり，UD 情報がある場

所を見ながら通行ルートを確認することができる． 

 

4．今後の展開と運用 

 車椅子利用者や介助者が歩行空間の移動時にシ

ステムを利用するために，スマートフォン版の UD

マップを Android アプリとして開発する．スマート

フォン版では，GPS を用いて現在地を取得し，そ

の周辺に存在する PC 版 3 次元 UD マップから登録

された UD 情報が，Google Maps の 2 次元マップに

表現される(図 2) ．ここで 2 次元マップを使用する

理由として，スマートフォンに Skyline プラグイン

ソフトをインストールできないことや 3 次元 CG の

動作が遅いことが挙げられる． 

 スマートフォン版では UD 情報を投稿せず，閲覧

とフィルタリングを行う設計とする．UD 情報の投

稿は，スマートフォンの 2 次元マップをタップし

て行うことが考えられるが，車椅子利用者や UD に

関心の高い人の現地での投稿ニーズを見極める．

また，GPS を使用できない地下通路における絵地

図を用いた UD 情報の表現，2 次元マップ上での

ルート案内方法を検討する． 

  情報アクセシビリティに関して，3 次元データ

を用いるため現段階では特別な配慮を必要としな

いユーザ・聴覚に配慮すべきユーザ・車椅子利用

者を対象にシステムを開発する．視覚に配慮すべ

きユーザがシステムを利用する場合は，介助者が

UD 情報を取得することを想定している． 

 運用に関して，本システムは住民参加型による

利用を想定しているため，関係者の役割を以下に

設定する． 

 管理者 

 3 次元 UD マップとサーバの管理は大学（当研究

室）が行う．管理者は，3 次元データの整備・更新

と UD 情報の管理・確認・承認を行う． 

 地域住民（投稿者） 

 UD 情報を 3 次元空間上に投稿する役割であり，

通行中に発見した UD 情報をシステムから投稿する．

盛岡市がボランティア団体と協働で運営している

地域 SNS モリオネットからシステムをリンクして

公開し，UD に関心の高い NPO 団体により情報を

投稿していただき登録数を増やすことを考える． 

 地域住民・来訪者（閲覧者） 

 閲覧者は，移動の事前には PC 版の 3 次元空間で，

現地ではスマートフォン版で自分が通る予定の

ルート上の UD 情報を確認する． 

 

5．おわりに 

 本研究では，既存の 3 次元 UD マップの操作性と

画面インタフェースを改善し，スマートフォンへ

の展開を検討した．今後はスマートフォン版の開

発し，PC 版とスマートフォン版の評価を行い，そ

の評価結果を元に改善する．また，運用に関して，

UD 情報の登録数を増やすことと， 3 次元データの

更新ついて考える必要がある． 
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